
஌तऎॉ௓ਤউছথपउऐॊ਄ੌのਛટৱ મ  

基本的ଳ点ڭ 効૨的な森林整備と安定的な木材供ஔ

基本的ଳ点２ 民間が有する力の幅広い活用

௼੎ऩଃ産दँॊ東京の஌௔॑௏৸ऩ௅दઃ਼৻पಲഅ

ਅറڭ 多様でෆฐ的な森林整備の推進

ਅറ２ 効૨的な林業経営の実現

ਅറ３ 東京の木「多摩産材」の利用拡大

ਅറڰ 都民や企業等との協働による森づくりの促進

஌तऎॉ௓ਤউছথق਴ਛ �� ফ 3 াكの৬௺

　森林法の੝ਫにより、効૨的な林業経営を目指す森林経営計画制度が導入されたほか、
公ુ建築物の木造化と内ಎの木ସ化を促進する法൅が施行となるなど、森林・林業を取
りඕく情િの૗化を౷まえ、都は、「東京における持続的な森林整備と林業振興」を目指
して、਴成 26 年 3 月に「森づくり推進プラン」を੝定しました。
　同プランでは、「効૨的な森林整備と安定的な木材供ஔ」と、「民間が有する力の幅広
い活用」という２つのଳ点に基づき、ୖ題をより効果的かつ効૨的に解ৠするためのڰ
つのਅറをয়て、都民や企業等にも参画していただきながら、施策を展開してきました。
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森林ય分の明確化 ٴ

森林整備事業のગଡ築 ٴ

　島しょの特ਙに応じた森林整備 ٴ

▶︎ 木材生産機能の発มをર੔する「生産林」と、公
 　இ的機能の発มをર੔する「保全林」のય分を൉設

▶︎ 島しょの有用広葉樹の造林を支援
　・খঈツバキ造林 1,015 本

▶︎ ग़ॲシャクథなど島しょの森林୰૩དの防除を支援

▶︎ スギ花粉発生源対策事業の後継事業として森林࿯
　 環促進事業をଡ築し、スギ・ヒノキ林の伐採と少
　 花粉スギ等への植え替えを継続
　・伐採ీ৺226؟ha
　 （事業開始から R1 年度までのྸ計 �620ha）

▶︎ 造林・保育事業により林業経営体等が行う森林整
　 備や、間伐材のဦ出を支援
　・植栽233؟ha 　  ・下刈1,829؟ha
　・๵ઊ23؟ha 　　・間伐1,823؟ha

▶︎ 森林ગ生事業により間伐等を推進し、ু入れਂଌ
 　の人工林の公இ的機能をੜ進
　・間伐3,5�3؟ha

▶︎ 「企業の森」の協定締結を推進
　・協定締結12؟ ੯

▶︎ ਴成 25 年台௯ 26 ಀによる伊豆大島の଺಼ᆽ所
　 を୮೮
　・੘山事業31؟ か所　・林道事業11؟ か所

▶︎ 保安林の指定
　・指定એ஋253؟ha

▶︎ ੘山事業により、台௯等で଺಼した森林を୮೮
　・多摩地域20؟ か所　・島しょ地域11؟� か所

▶︎ 市町村が行う管理఑ඃの支援、ๆம県とのુ同఑
　 ඃ、防૧ፆ等による防除を実施
　・管理఑ඃ及ल有૩೭ᄕ఑ඃ1,81؟� ୍х

スギ花粉発生源対策の着実な ٴ
 　実施と伐採更新の推進

植栽や保育の推進 ٴ

企業等からの支援の拡大 ٴ

伊豆大島の୮೮ ٴ

保安林の適ਫな管理 ٴ

੘山事業の着実な推進 ٴ

シカ଺૩への対策 ٴ

਄ੌधਛટ 戦略ڭ 　多஘दෆฐ৓ऩ஌௔ତ૟の௓ਤ
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林道の整備促進 ٴ

森林作業道の整備促進 ٴ

コストచ੖に資する伐採ဦ出 ٴ
 　システムの確য়

植栽や保育におけるコストచ ٴ
 　੖の検証

高ਙ能林業機械の導入推進 ٴ

▶︎ 林道の開設に加え、ใோ林道の拡幅等による高ૠ
 　ત化を推進
　・林道開設7.8؟NP

▶︎ 造林・保育事業により、林業経営体等による森林
 　作業道の整備を支援
　・森林作業道整備1.��؟NP

▶︎ 東京஑଩コスト林業技術の実証的開発事業によ
 　り、多摩地域に適した施業システムを実証

▶︎ 林業経営体等の高ਙ能林業機械の導入を支援

▶︎ 林業経営体等の森林経営計画のଫ期策定を支援
　・都内認定એ஋12,23؟�ha
　（事業開始から R1 年度までのྸ計）

▶︎ 施業ૐ৺化の基ೕ情報となる林地台໩の原案を整
 　備し、市町村に提供

▶︎ 林業経営体が行う森林境ੀの明確化を支援
　・境ੀ明確化એ஋2,576؟ha

▶︎ 林業経営体のൌ望に応じた技術者をୣാするほ
 　か、੔進事業体への出向を支援

▶︎ 新ૠ಺ௌ者の೛ༀ೙り上げ費のほか、本採用前の
 　ෘ採用に係る経費をଓஃし、新ૠ಺業を促進
　・新ૠ಺業者数78؟ 人

▶︎ 新ૠ಺業者から高度技術者までを対象とした体௺
 　的な研修を実施

▶︎ ം૩保૫や୐૙金ુ済のෳ金等をଓஃし、林業経
 　営の基ೕਘ化を支援

森林経営計画の策定促進 ٴ

施業ૐ৺化の推進 ٴ

森林境ੀの明確化 ٴ

ૐ৺化を担う人材の育成 ٴ

新ૠ಺業者の確保支援 ٴ

多様な主体との連携による育成 ٴ

森林作業道整備を担う技術者 ٴ
　 の育成

伐採ဦ出を担う技術者の育成 ٴ

林業事業体の体力ਘ化 ٴ

਄ੌधਛટ 戦略 � 　஍૨৓ऩ௔঵৽੾のৰਠ
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都の૨੔利用 ٴ

　ય市町村による利用拡大 ٴ

▶︎ 東京 2020 大会の関連施設等に૨੔的に多摩産
 　材を使用
　・都関連施設における利用⒛ 10,683؟

▶︎ ય市町村施設における多摩産材利用を支援
　・ય市町村施設における利用⒛ 1,6�7؟

▶︎ ક宅展ં場に多摩産材のঔॹルঁक़スを設置し、
 　定期的にＰＲイベントを実施

▶︎ 多摩産材の新たな೽要を൉出する内ಎ材や家఻等
 　の新製品開発を支援

▶︎ 下水道ଂと連携し、木ସバイड़マスと下水ළာの
 　೴়൏ే事業を実施

▶︎ ＰＲ効果の高いૹ業施設等における多摩産材利用
 　を支援
　・ஃ成施設数13؟ 施設

▶︎ 多摩産材の木製品展ં会や、全国の地域材製品の
 　展ંૹ୥会（ঔクコঞ）を開催

▶︎ 「多摩産材情報७ンター」を開設し、利用者と供
 　ஔ者をコーॹィॿート
　・ৼ୥対応実ౚ1,655؟ ੯

▶︎ 主伐事業でဦ出した木材の安定的な૴通経ଡ଼を確保

▶︎ 森林管理認証やڸ۞ڸ認証の取得を支援

ક宅でのર੔的な多摩産材利 ٴ
 　用の推進

製品開発の推進 ٴ

木ସバイड़マスग़ॿルギーの ٴ
 　地産地଎

企業と連携したＰＲ ٴ

様々な機会を活用した多摩産 ٴ
 　材利用拡大ＰＲ

情報提供ษઠの設置 ٴ

新たな供ஔ体制のଡ築 ٴ

品ସ及ल供ஔ能力向上への ٴ
 　支援

子供たちが利用する施設での ٴ
 　஋ா的な多摩産材利用

৵学ૅ等への出前講座 ٴ

木とऴれあう機会の提供 ٴ

都市部の子供たちによる森林 ٴ
 　体験

਄ੌधਛટ 戦略 3 　東京の木「多摩産材」の利用拡大

▶︎ 保育園等の木ସ化や、木育活動を支援

▶︎ 東京の森林・林業や、木を使うことの大切さを伝
 　えるインターॿॵトઇ材及ल指導用資料を作成、
　 公開

▶︎ 木工・工作コンクールを実施

▶︎ 東京の森林・林業や、多摩産材の生産から利用ま
 　でのૌஙを学व現地体験ツアーを実施
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▶︎ 多摩産材情報७ンターや様々なイベント等を通じ
 　て、都市部のક民に情報を発信
▶︎ とうきょう森づくり貢献認証制度により企業等と
 　の協働を推進
　・森林整備サポート認証33؟ ੯
　・多摩産材製品認証33؟ ੯（228 製品）
　・建築物等認証27؟ ੯
　  （事業開始から R1 年度までのྸ計）

都市部ક民への情報提供 ٴ

とうきょう森づくり貢献認」 ٴ
 　証制度」の充実

都民の森づくりへの参画を促進 ٴ

「花粉の少ない森づくり運動」 ٴ
 　の推進

森林ボランティア活動の実施 ٴ

協働の拠点の設置 ٴ

਄ੌधਛટ 戦略 � ੃ড়ृ੫঵ಉधのੈ௮पेॊ஌तऎॉのയਤ

▶︎ 他ଂの事業と連携したＰＲや、民間団体とのコ
 　ラボঞーシঙン等により「花粉の少ない森づく
 　り運動」を一層拡大
　・募金金額2�0,535؟ ૸৞

▶︎ 「とうきょう林業サポート隊」を募ૐし、都内の
 　森林で定期的に活動
　・登録者੕数 1,06� 名
　・活動開催 397 ৚
 　 （事業開始から R1 年度までのྸ計）
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